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(57)【要約】
【課題】　プレハブなどを人の通行の邪魔とならないよ
うに地面に固定できる杭打ち設置用具の提供。
【解決手段】　プレハブＰの壁面に固定される保持部材
５と、この保持部材５に固定され、杭７が通される案内
部材９とを備える。保持部材５は、プレハブＰの壁面に
当接されて固定される取付片１１と、この取付片１１に
直角に固定される板状の保持片１３とを有する。案内部
材９は、円筒状とされ、その周側壁の一部を、保持片１
３の切欠部１３ａ，１３ｃ，１３ｄにはめ込まれて固定
される。保持片１３の切欠部１３ｂには、杭７を締め付
けて固定する締付部材１７が設けられる。
【選択図】　　　図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　杭を用いて対象物を設置するための杭打ち設置用具であって、
　前記対象物に取り付けられるか、前記対象物が載置される保持部材と、
　この保持部材に設けられ、杭が通されて地面に固定される案内部材と
　を備えることを特徴とする杭打ち設置用具。
【請求項２】
　前記保持部材に、筒状の前記案内部材が複数個、同一軸線上に設けられる
　ことを特徴とする請求項１に記載の杭打ち設置用具。
【請求項３】
　前記保持部材に、杭を締め付ける締付部材が設けられる
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の杭打ち設置用具。
【請求項４】
　前記保持部材は、地面に載置され上方へ開口する筒状の差込部と、
　この差込部に上下動可能に設けられる調整棒と、
　この調整棒の上端部に設けられ、前記対象物が載置される座と
　を備えることを特徴とする請求項１から請求項３までのいずれかに記載の杭打ち設置用
具。
【請求項５】
　前記調整棒は、ネジ棒を有し、
　このネジ棒は、前記差込部に進退可能にねじ込まれて設けられ、
　前記座は、調整棒に対して相対回転可能に設けられる
　ことを特徴とする請求項４に記載の杭打ち設置用具。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、杭を地面に打ち込んで各種物体を設置するのに使用される杭打ち設置用具に
関するものである。特に、プレハブや物置などを、地面に固定したり、水平に保持したり
する杭打ち設置用具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、たとえばプレハブを地面に固定するには、ワイヤの一端部をプレハブに固定し、
他端部を地面に打ち込んだ杭に縛ることで行われていた。この際、プレハブを水平に設置
するために、基礎工事を行った後に、プレハブを地面に設置することが多い。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、従来のように、ワイヤでプレハブを固定する場合、ワイヤが人の通行の
邪魔になることがある。また、地震などの災害時に、仮設住宅としてプレハブを大量に、
かつ、短時間に設置する場合、基礎工事を行う余裕がない。
【０００４】
　本考案は、上記事情に鑑みてなされたものであり、その主たる目的は、プレハブなどを
、人の通行の邪魔とならないように地面に固定でき、また、水平に保持できる杭打ち設置
用具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案は、前記課題を解決するためになされたものであり、請求項１に記載の考案は、
杭を用いて対象物を設置するための杭打ち設置用具であって、前記対象物に取り付けられ
るか、前記対象物が載置される保持部材と、この保持部材に設けられ、杭が通されて地面
に固定される案内部材とを備えることを特徴とする杭打ち設置用具である。
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【０００６】
　請求項２に記載の考案は、前記保持部材に、筒状の前記案内部材が複数個、同一軸線上
に設けられることを特徴とする請求項１に記載の杭打ち設置用具である。
【０００７】
　請求項３に記載の考案は、前記保持部材に、杭を締め付ける締付部材が設けられること
を特徴とする請求項１または請求項２に記載の杭打ち設置用具である。
【０００８】
　請求項４に記載の考案は、前記保持部材は、地面に載置され上方へ開口する筒状の差込
部と、この差込部に上下動可能に設けられる調整棒と、この調整棒の上端部に設けられ、
前記対象物が載置される座とを備えることを特徴とする請求項１から請求項３までのいず
れかに記載の杭打ち設置用具である。
【０００９】
　さらに、請求項５に記載の考案は、前記調整棒は、ネジ棒を有し、このネジ棒は、前記
差込部に進退可能にねじ込まれて設けられ、前記座は、調整棒に対して相対回転可能に設
けられることを特徴とする請求項４に記載の杭打ち設置用具である。
【考案の効果】
【００１０】
　本考案の杭打ち設置用具によれば、人の通行の邪魔とならないようにプレハブなどを地
面に固定することができ、また、プレハブなどを容易に水平に設けることが可能となる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本考案の杭打ち設置用具について、実施例に基づき更に詳細に説明する。
　本考案の杭打ち設置用具は、プレハブや物置などを地面に固定したり、水平に保持した
りするのに使用される。
【実施例１】
【００１２】
　まず、杭打ち設置用具が、プレハブを地面に固定するのに使用される場合について説明
する。
【００１３】
　図１は、本考案の杭打ち設置用具の実施例１の使用状態を示す斜視図であり、プレハブ
を地面に固定する例を示している。
　図２は、図１におけるＸ部の拡大図であり、図３は、その分解斜視図である。
　なお、以下の説明においては、図２において、紙面と直交する方向を前後とし、左右方
向を左右とする。
【００１４】
　本実施例１の杭打ち設置用具１Ａは、プレハブＰの壁面や脚部に固定される保持部材５
と、この保持部材５に固定され、杭７が通される案内部材９とを主要部に備える。
【００１５】
　保持部材５は、プレハブＰの壁面や脚部に当接されて固定される金属製の四角形板状の
取付片１１と、この取付片１１に固定される一対の板状の保持片１３，１３とを有する。
取付片１１の四隅には、丸穴１１ａが貫通して形成されている。一対の保持片１３，１３
は、図３に示すように、互いに離隔してそれぞれ取付片１１に直角に固定されている。つ
まり、各保持片１３は、取付片１１に対して板面が直交するように設けられている。また
、保持片１３，１３間には、保持片１３，１３同士の離隔距離を一定に保つと共に、強度
を確保するために矩形板状の補助板１５が複数箇所に固定されている。
【００１６】
　図示例では、保持片１３は、取付片１１に固定される一端辺が、それに対向する他端辺
より上下寸法の小さい台形状とされている。なお、本実施例では、保持片１３の下辺は水
平に形成されている。
　また、保持片１３の前記他端辺には、上下に離隔して複数の切欠部が形成されており、
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図示例では、四個の矩形状の切欠部１３ａ，１３ｂ，１３ｃ，１３ｄが形成されている。
各切欠部１３ａ，１３ｂ，１３ｃ，１３ｄは、前後および右側へ開口している。また、切
欠部１３ａ，１３ｂ，１３ｃ，１３ｄのうち、一番上側の切欠部１３ａは上側へ、一番下
側の切欠部１３ｄは下側へも開口している。
【００１７】
　案内部材９は、円筒状とされ、その内径は杭７の外径より若干大径とされる。本実施例
では、保持片１３の上から一番目、三番目および四番目の切欠部１３ａ，１３ｃ，１３ｄ
に案内部材９がそれぞれ固定される。具体的には、各案内部材９は、軸線を上下方向に配
置して、その周側壁の一部が保持片１３，１３間に配置されると共に、保持片１３の切欠
部１３ａ，１３ｃ，１３ｄにはめ込まれて、各保持片１３に溶接により固定される。この
際、各案内部材９は、中心軸が同一直線上に配置されるよう保持片１３に固定される。
【００１８】
　保持片１３の上から二番目の切欠部１３ｂには、締付部材１７が設けられている。
　締付部材１７は、円筒体の一部が軸方向に切り欠かれた略Ｃ字形状の部材とされ、その
開口端部を手前側に向けて保持片１３，１３間に配置され、周側壁の一部が各保持片１３
の切欠部１３ｃにはめ込まれて溶接により各保持片１３に固定されている。この際、締付
部材１７は、各案内部材９と中心軸が同一直線上に配置されるように保持片１３に固定さ
れている。締付部材１７は、その開口端部同士が、近接および離間可能に撓み変形可能と
される。また、締付部材１７の開口端部には、手前側へ延出してそれぞれ締付片１９，２
１が一体に形成されている。各締付片１９，２１には、左右に沿って貫通穴１９ａ，２１
ａが形成されており、一方の締付片１９の貫通穴１９ａはネジ穴とされる。
　本実施例１では、締付片１９，２１が図２において右側ではなく手前側へ向けて延出し
ていることで、服やズボンが引っ掛かることを防止できる。
【００１９】
　このような構成の本実施例１の杭打ち設置用具１Ａは、たとえばプレハブＰの四隅に取
り付けられて使用される。具体的には、取付片１１の丸穴１１ａからプレハブＰの壁面や
脚部などに、ボルト２３がねじ込まれて、プレハブＰに杭打ち設置用具１が固定される。
そして、杭７が、各案内部材９および締付部材１７に通されて地面に打ち込まれる。図示
例では、杭７は、細長い円管状とされ、下端部は円錐状に形成されており、上端部にはキ
ャップ７ａがはめ込まれている。そして、杭７が地面に打ち込まれた状態では、杭７の下
端部が地面に埋め込まれ、上端部は一番上の案内部材９より上側に配置されている。
【００２０】
　杭７の打ち込みが完了した後、締付片２１の貫通穴２１ａからボルト２５を、もう一方
の締付片１９のネジ穴１９ａにねじ込むことで、締付片１９，２１同士を近接させ、締付
部材１７で杭７を締め付ける。これにより、杭７と杭打ち設置用具１Ａとが一体化され、
プレハブＰが地面に確実に固定される。本実施例１では、杭７により直接的にプレハブＰ
を地面に固定することで、ロープを使用する場合のように人の通行の邪魔となることがな
い。また、本実施例１では、案内部材９が上下に離隔して設けられていることで、杭７は
傾斜することなく垂直に地面に打ち込み可能とされる。
【００２１】
　本実施例１の杭打ち設置用具１Ａは、プレハブのように比較的大きなものを地面に固定
するのに好適に使用される。
【実施例２】
【００２２】
　次に、プレハブに比べて小さい物置を地面に固定するのに好適に使用される杭打ち設置
用具について説明する。すなわち、本考案の杭打ち設置用具が、物置を地面に固定するの
に使用される場合について説明する。
【００２３】
　図４は、本考案の杭打ち設置用具の実施例２の使用状態を示す斜視図であり、物置を地
面に固定する例を示している。図５は、図４におけるＹ部の拡大図である。また、図６は
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、その正面図であり、図７は、図６のＩ―Ｉ断面図である。
【００２４】
　本実施例２の杭打ち設置用具１Ｂは、物置Ｓの壁面や脚部に固定される保持部材３３と
、この保持部材３３に固定され、杭３５が通される案内部材３７とを主要部に備える。
【００２５】
　保持部材３３は、金属板により形成された略Ｌ字形材とされる。具体的には、保持部材
３３は、物置Ｓの壁面や脚部に当接されて固定される金属製の矩形板状の取付片３９と、
この取付片３９の一端部に取付片３９に対して直角に設けられる矩形板状の保持片４１と
を有する。また、保持片４１の先端部には、上下に離隔して４箇所に矩形状の貫通穴４１
ａ，４１ｂ，４１ｃ，４１ｄが形成されている。なお、図示例では、軽量化のために、保
持片４１の中央部に円形の貫通穴４１ｅが形成されている。
【００２６】
　案内部材３７は、円筒状とされ、その内径は杭３５の外径より若干大径とされる。
　本実施例２では、案内部材３７は、保持片４１の上から一番目、三番目および四番目の
貫通穴４１ａ，４１ｃ，４１ｄに取り付けられる。
　具体的には、案内部材３７は、軸線を上下方向に配置して、その周側壁の一部が保持片
４１の貫通穴４１ａ，４１ｃ，４１ｄにそれぞれはめ込まれて、保持片４１に溶接により
固定される。この際、各案内部材３７は、中心軸が同一直線上に配置されるよう保持片４
１に固定されている。
【００２７】
　保持片４１の上から二番目の貫通穴４１ｂには、締付部材４３が設けられている。
　締付部材４３は、円筒体の一部が軸方向に切り欠かれた略Ｃ字形状の部材とされ、軸線
を上下方向に配置し、その開口端部を取付片３９側に向けて配置され、周側壁の一部が保
持片４１の貫通穴４１ｂにはめ込まれて溶接により保持片４１に固定されている。この際
、締付部材４３は、各案内部材３７と中心軸が同一直線上に配置されるように保持片４１
に固定されている。締付部材４３は、その開口端部同士が、近接および離間可能に撓み変
形可能とされる。
　また、締付部材４３の開口端部には、取付片３９側へ延出してそれぞれ締付片４５，４
７が一体に形成されている。各締付片４５，４７には、貫通穴４５ａ，４７ａが形成され
ており、一方の締付片４５の貫通穴４５ａはネジ穴とされる。本実施例２では、締付片４
５，４７が取付片３９側へ向けて延出していることで、服やズボンが引っ掛かることを防
止できる。
【００２８】
　このような構成の本実施例の杭打ち設置用具１Ｂは、たとえば物置Ｓの四隅に取り付け
られて使用される。具体的には、取付片３９が物置Ｓの壁面や脚部などに、接着剤や両面
テープで固定されて、物置Ｓに杭打ち設置用具１Ｂが固定される。そして、実施例１と同
様に、杭３５が、各案内部材３７および締付部材４３に通されて地面に打ち込まれる。な
お、本実施例２では、実施例１で使用される杭７に比べて小さい杭３５が使用される。
　杭３５が地面に打ち込まれた状態では、杭３５は、その下端部が地面に埋め込まれ、上
端部が一番上の案内部材３７より上側に配置されている。
【００２９】
　杭３５の打ち込みが完了した後、締付片４７の貫通穴４７ａからボルト４９を、もう一
方の締付片４５のネジ穴４５ａにねじ込むことで締付片４５，４７同士が近接し、締付部
材４３が杭３５を締め付ける。これにより、杭３５と杭打ち設置用具１Ｂとが一体化され
、物置Ｓが地面に固定される。本実施例２では、案内部材３７が上下に離隔して設けられ
ていることで、杭３５は傾斜することなく垂直に地面に打ち込み可能とされる。
【実施例３】
【００３０】
　次に、本考案の杭打ち設置用具が、プレハブや物置を水平に保持するのに使用される場
合について説明する。
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　図８は、本考案の杭打ち設置用具の実施例３を杭と共に示す斜視図である。また、図９
は、図８の杭打ち設置用具の使用状態を示す正面図であり、一部を断面にして示している
。
【００３１】
　本実施例３の杭打ち設置用具１Ｃは、プレハブＰが載せ置かれる保持部材５１と、この
保持部材５１に固定され、杭５３が通される案内部材９とを有する。なお、案内部材９は
、実施例１と同様の構成であるので、実施例１と同じ符号を付して説明する。
【００３２】
　保持部材５１は、地面に載せ置かれる基台５７と、この基台５７に立設される差込部５
９と、この差込部５９に上下動可能に設けられる調整棒６１と、調整棒６１の上端部に設
けられる座６３と、基台５７に固定される取付片１１と、この取付片１１に設けられる板
状の一対の保持片１３，１３とを主要部に備える。なお、取付片１１と保持片１３は、実
施例１と同様の構成であるので、実施例１と同じ符号を付して説明する。
【００３３】
　基台５７は、金属製の略Ｌ字形材とされ、地面に接地される矩形板状の水平片６９と、
この水平片６９の一端部から垂直上方へ延出する矩形板状の垂直片７１とを有する。垂直
片７１には、四隅にネジ穴が形成されている。
【００３４】
　差込部５９は、金属製の円筒状とされ、その軸線を上下方向に配置して下端部が基台５
７の水平片６９に溶接により固定されている。この差込部５９の上端部には、雌ネジ材７
３が固定されている。
【００３５】
　雌ネジ材７３は、差込部５９の内穴にはめ込み可能な金属製の円筒状とされ、その内穴
７３ａはネジ穴とされている。また、雌ネジ材７３の上端部には、径方向外側へ拡径して
鍔部７３ｂが形成されている。雌ネジ材７３は、その軸線を上下方向に配置して差込部５
９の上端部にはめ込まれ、鍔部７３ｂの下面が差込部５９の上面に当接した状態で差込部
５９に固定される。
【００３６】
　調整棒６１は、ネジ棒７５と、このネジ棒７５の上端部に固定されるナット７７と、こ
のナット７７の上端部に固定される受板７９とを有する。
　ネジ棒７５は、丸棒状とされ、その外周面にネジが形成されており、雌ネジ材７３にね
じ込み可能とされる。
【００３７】
　ナット７７は、図示例では六角ナットとされており、ネジ棒７５の上端部にねじ込まれ
て設けられる。この際、ナット７７は、その上面がネジ棒７５の上面と面一となる位置ま
でねじ込まれる。また、ナット７７は、その上端部７７ａの外周角部が、切り欠かれて円
筒状に形成されている。
【００３８】
　受板７９は、円板とされ、その中央部には軸方向に沿って、ナット７７の上端部７７ａ
がはめ込み可能な円形の貫通穴７９ａが形成されている。
　受板７９は、その貫通穴７９ａにナット７７の上端部７７ａがはめ込まれて設けられる
。ナット７７に受板７９が取り付けられた状態では、受板７９の上面は、ネジ棒７５の上
面およびナット７７の上面と面一に配置される。
　このようにネジ棒７５にナット７７および受板７９が設けられた状態で、ネジ棒７５と
ナット７７、およびナット７７と受板７９とがそれぞれ溶接されて、ネジ棒７５、ナット
７７および受板７９が一体化される。
【００３９】
　座６３は、受板７９を収容する穴が形成された第一板８１と、この第一板８１の上面に
重ね合わされて固定される第二板８３とを有し、調整棒６１に対して相対回転可能に設け
られる。
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【００４０】
　具体的には、第一板８１は、矩形板状とされ、その中央部には上下方向に貫通して円形
の穴８５が形成されており、この穴８５の上端部は拡径している。これにより穴８５は、
段付き穴に形成されている。段付穴８５のうち、上側の大径穴８５ａは、受板７９に対応
した径とされ、下側の小径穴８５ｂは、六角ナット７７の最大径より大径とされている。
【００４１】
　第一板８１の小径穴８５ｂにネジ棒７５および六角ナット７７が差し込まれ、大径穴８
５ａに受板７９が配置された状態で、第一板８１に第二板８３が載せ置かれ、ボルト８７
により第一板８１と第二板８３が固定される。
　これにより座６３は、調整棒６１に対して相対回転可能とされる。つまり、第一板８１
の大径穴８５ａ内において、受板７９が回転し、小径穴８５ｂ内において六角ナット７７
が回転可能とされる。
【００４２】
　調整棒６１は、そのネジ棒７５の下端部が雌ネジ材７３にねじ込まれて、上下動可能に
差込部５９に設けられる。なお、本実施例では、予めネジ棒７５にゆるみ止め用の六角ナ
ット８９がねじ込まれており、ダブルナットとして使用される。
【００４３】
　また、本実施例では、ネジ棒７５の下端部に、抜け止め用のピン９１が設けられる。
　具体的には、ネジ棒７５の下端部には、径方向に貫通して丸穴７５ａが形成されている
と共に、下面中央から前記丸穴７５ａへ連通するネジ穴７５ｂが形成されている。また、
差込部５９の下端部には、径方向に貫通して丸穴５９ａが形成されている。
　そして、差込部５９に固定された雌ネジ材７３にネジ棒７５がねじ込まれ、ネジ棒７５
の丸穴７５ａと差込部５９の丸穴５９ａとが重なった状態でピン９１が差し込まれ、ネジ
棒７５の下端部にピン９１が通される。
【００４４】
　ピン９１は、ネジ棒７５の外径より長く、差込部５９の内径より短い寸法とされ、ネジ
棒７５に取り付けられた状態において、その両端部がネジ棒７５から突出している。
　そして、基台５７の水平片６９に形成された貫通穴６９ａを介してネジ棒７５の下面の
ネジ穴７５ｂからネジ９３がねじ込まれ、ネジ９３の先端部がピン９１を押圧することで
、ネジ棒７５の下端部にピン９１が取り付けられる。なお、本実施例では、ネジ９３はゆ
るみ止め用のナット９５を介してねじ込まれている。
　このような構成により、調整棒６１が上方へ移動していくと、ピン９１が雌ネジ材７３
に当接することで、調整棒６１の一定以上の上方への移動が規制される。
【００４５】
　また、本実施例３では、差込部５９と基台５７の垂直片７１とを板状の連結板９７が連
結している。具体的には、差込部５９を挟み込むように、差込部５９の直径方向両端部に
矩形板状の連結板９７，９７がそれぞれ配置される。そして、連結板９７の一端部が差込
部５９の外周面に固定され、他端部が基台５７の垂直片７１に固定されている。
【００４６】
　取付片１１および保持片１３は、実施例１と同様の構成であり、取付片１１は、基台５
７の垂直片７１に重ね合わされて、丸穴１１ａから基台５７の垂直片７１のネジ穴７１ａ
にボルト９８がねじ込まれて基台５７に固定される。
　また、案内部材９は、実施例１と同様の構成であり、一対の保持片１３，１３に実施例
１と同様に固定されている。さらに、保持片１３には、実施例１と同様に、締付部材１７
が設けられている。
【００４７】
　このような構成の本実施例３の杭打ち設置用具１Ｃは、たとえばプレハブＰの四隅に配
置されて使用される。
　具体的には、基台５７が地面に設置され、杭９９が各案内部材９および締付部材１７に
通されて、実施例１と同様に地面に打ち込まれ、締付部材１７により杭９９を締め付ける
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ことで、杭打ち設置用具１Ｃが地面に固定される。
【００４８】
　そして、座６３にプレハブＰが載せ置かれる。この際、座６３が差込部５９に対して最
も下げられた状態で座６３にプレハブＰが載せ置かれる。次に、プレハブＰが水平になる
ように、ナット７７をレンチなどで回転させて調整棒６１を上げていく。ナット７７を回
転させることで、ネジ棒７５が差込部５９に対して上方へ移動し、これに伴って座６３も
上方へ移動し、プレハブＰを押し上げていく。
　本実施例３では、調整棒６１の上端部に設けられた受板７９が、第一板８１と第二板８
３との間で空転しながら、座６３を上方へ押し上げていく。プレハブＰが水平になった位
置でナット７７の回転操作を止め、ゆるみ止め用のナット８９を差込部５９の上端部に当
接させればよい。このように、調整棒６１の突出量を調整することで、プレハブＰを水平
に保持することができる。なお、本実施例３では、プレハブＰの四隅に設けたが、四隅に
配置する必要が無い場合には、一箇所や二箇所など適宜に設けるようにしてもよい。
【００４９】
　本実施例３では、基台５７の水平片６９を地面に水平に設けることができればよく、基
礎工事を行う必要性がなく、短時間でプレハブを設置することが可能となる。
【００５０】
　本考案の杭打ち設置用具は、上記各実施例の構成に限らず、適宜変更可能である。
　例えば、上記各実施例では、案内部材を複数個、保持部材に設けたが、上下に長い案内
部材を保持部材に一つ設けるようにしてもよい。
　具体的には、実施例１の変更例として、図１０および図１１に示すように、上下に細長
い円筒状の案内部材１０１を一対の保持片１０３間に設けるようにしてもよい。この際、
締付部材１０５は各保持片１０３から上方へ延出して設けられる板片１０７に固定されて
いる。
　また、上記実施例３では、調整棒を差込部に対してネジで上下動可能に設けて高さ調整
を可能としたが、基台にピストンを設けて、ピストンにより高さ調整を可能としてもよい
。また、上記実施例３では、基台に差込部を立設し、この差込部に対して調整棒を進退可
能に設けたが、基台にネジ棒を立設し、このネジ棒に円筒状の差込部を進退可能に設ける
構成でもよい。この際、プレハブなどは差込部の上端部に載せ置かれる。
　さらに、上記各実施例では、プレハブや物置などを固定したりしたが、他の建物などを
固定したりすることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本考案の杭打ち設置用具の実施例１の使用状態を示す斜視図であり、プレハブを
地面に固定する例を示している。
【図２】図１におけるＸ部の拡大図である。
【図３】図２の分解斜視図である。
【図４】本考案の杭打ち設置用具の実施例２の使用状態を示す斜視図であり、物置を地面
に固定する例を示している。
【図５】図４におけるＹ部の拡大図である。
【図６】図５の正面図である。
【図７】図６のＩ―Ｉ断面図である。
【図８】本考案の杭打ち設置用具の実施例３を杭と共に示す斜視図である。
【図９】図８の杭打ち設置用具の使用状態を示す正面図であり、一部を断面にして示して
いる。
【図１０】図１の杭打ち設置用具の変形例を示す正面図である。
【図１１】図１０の杭打ち設置用具の斜視図である。
【符号の説明】
【００５２】
　　５　保持部材



(9) JP 3140137 U 2008.3.13

　　７　杭
　　９　案内部材
　１７　締付部材
　５７　基台
　５９　差込部
　６１　調整棒
　６３　座
　７９　受板

【図１】 【図２】



(10) JP 3140137 U 2008.3.13

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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